
 34 

Ⅱ 子どもの将来像 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ－１ これからの世の中 
 
 
 
 
小学生は「今より良くなっている」を回答した児童が 35.9％となっており、「今より悪く

なっている」（28.1％）より割合が高い。 
一方、中高生の５割近い生徒が「今より悪くなっている」（中学生 49.3％、高校生 48.3％）

と回答しており、「今より良くなっている」を回答した生徒は、中学生 14.2％、高校生 13.6％
と低い割合となっている。 
また、「関心がない」を回答した小中高生の割合は、小学生が 2.7％、中学生が 5.2％、高

校生が 7.2％となっており、小中高と学校段階が上がると共に割合が増加している。 
 盲・ろう・養護学校生は小学生とほぼ同じ割合での回答となっている。（図Ⅱ－１参照） 
 
図Ⅱ－１ 

これからの世の中（小中高、盲・ろう・養護学校生）
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盲ろう養  　 　　　　
学校生（ｎ＝65）   

高校生（ｎ＝1636）

中学生（ｎ＝1446）

小学生（ｎ＝1394）

合計（ｎ＝4541）   

今より良くなっている 今より悪くなっている わからない 関心がない
興味がない

無回答・不明

 

「自分が大人になった頃の世の中はどのようなになっているか」を子どもに聞いたとこ

ろ、小学生では「今より良くなっている」と回答した割合が高いが、中高生の約半数は「今

より悪くなっている」と回答している。 

子どもには「これからの社会」と「勤労観」、「自分のなりたい人間像」、大人には「なって

ほしい人間像」について聞くことで、描いている子どもの将来像について把握することとした。

調査の結果、中高生は、これからの世の中を「今より悪くなっている」と思っている割合が

高く、「関心がない」も小中高と学校段階が上がるにつれ増加している。 
また、勤労観については小中高と学校段階が上がるにつれ、「生きがいや、やりがい」とい

った現実的な割合が高くなり、「夢や希望」は低くなっている。 
こうした中で、なってほしい大人像として、教員や学校評議員は「人を思いやる」「ルール

やマナーを守る」を、保護者は「困難を乗り越える」をそれぞれ多く回答しており、前者は社

会性を、後者は社会で生きる力を重視した結果となっている。 
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Ⅱ－２ どのような大人になりたいか 
 
 
 
 
 
「たくさんの友だちや仲間がいる人」は、小学生 49.1％、中学生 52.5％、高校生 51.4％、

盲・ろう・養護学校生 26.2％、「自分らしさをもっている人」は、小学生 37.9％、中学生

50.6％、高校生 58.4％、盲・ろう・養護学校生 53.8％、「人を思いやる心を持っている人」

は、小学生 37.3％、中学生 44.5％、高校生 51.0％、盲・ろう・養護学校生 52.3％となって

いる。 
 小学生で「人の役に立てる人」を回答した児童は 32.1％となっているが、中学生になる

と 14.5％、高校生では、11.7％となり、小学生の半分以下の割合となっている。 
32.3％の盲・ろう・養護学校生が「正しいことを最後までやりとげる人」を回答している

が、小学生では 23.3％、中学生が 19.0％、高校生が 18.0％となっており、比較すると高い

割合となっている。（表Ⅱ－２、図Ⅱ－２参照） 
 
表Ⅱ－２ どのような大人になりたいか（上位５項目） 
 小学生 中学生 高校生 盲・ろう・養護学校生 

１位 たくさんの友だちや仲

間がいる人（49.1％） 

たくさんの友だちや仲

間がいる人（52.5％） 

自分らしさをもってい

る人（58.4％） 

自分らしさをもってい

る人（53.8％） 

２位 自分らしさをもってい

る人（37.9％） 

自分らしさをもってい

る人（50.6％） 

たくさんの友だちや仲

間がいる人（51.4％） 

人を思いやるやさしい

人（52.3％） 

３位 人を思いやる心を持っ

ている人（37.3％） 

人を思いやる心を持っ

ている人（44.5％） 

人を思いやる心を持っ

ている人（51.0％） 

正しいことを最後まで

やりとげる人（32.3％） 

４位 人 の 役 に 立 て る 人

（32.1％） 

困難を乗り越えられる

人（33.1％） 

困難を乗り越えられる

人（32.5％） 

人の役に立てる人 

（30.8％） 

たくさんの友だちがい

る人 

５位 健康で体力に自信があ

る人（29.7％） 

社会のルールやマナー

を守る人（26.1％） 

常に努力を惜しまない

人（26.5％） 

困難を乗り越えられる

人（26.2％） 

「どのような大人になりたいか」を子どもに聞いたところ、小中高、盲・ろう・養護学校

生とも「たくさんの友だちや仲間がいる人」、「自分らしさをもっている人」、「人を思いやる

心を持っている人」、を回答した割合が高くなっている。 
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どのような大人になりたいか（小中高生）
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たくさんの友だちや仲間がい
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自分らしさをもっている人

　
人を思いやる心を持っている

人

困難を乗り越えられる人

 
常に努力を惜しまない人

健康で体力に自信がある人

 
社会のルールやマナーを守

る人

専門的なことをくわしく知って

いたり、上手にできる人

正しいことや決められたことを

最後までやりとげる人

社会の役に立てる人

 
海外で活躍できる人

いつも新しいことに取り組んで

いる人

　
リーダーシップのとれる人

わからない

その他

無回答・不明

図Ⅱ－２－１ 
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どのような大人になりたいか（盲・ろう・養護学校生　n=65）
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無回答・不明

 
 

図Ⅱ－２－２ 
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Ⅱ－３ どのような大人になってほしいか 

 
 
 
 
 
 
 
 
「人を思いやる心を持っている」は、教員が 61.3％、保護者が 66.7％、学校評議員が 68.7％

となっている。 
「困難を乗り越えることができる」は、保護者が 67.5％の割合で回答しているのに対し、

教員が 49.0％、学校評議員は 42.5％となっており、保護者との間に差が見られる。 
 また、学校評議員が「正義感や責任感がある」（33.6％）や「社会や公共の福祉に進んで

貢献する」（21.7％）を多く回答しているのに対し、教員は「正義感や責任感がある」（23.3％）

や「社会や公共の福祉に進んで貢献する」（9.1％）、保護者は「正義感や責任感がある」

（20.5％）や「社会や公共の福祉に進んで貢献する」（6.0％）となっており、学校評議員と

の間に差が見られる。 
そのほか、「社会のルールやマナーを守る」については、いずれも５割程度の結果となっ

ている。（表Ⅱ－３、図Ⅱ－３参照） 
 
表Ⅱ－３ どのような大人になってほしいか（上位５項目） 
 教 員 保護者 学校評議員 

１位 人を思いやる心を持っている

（61.3％） 

困難を乗り越えることができ

る（67.5％） 

人を思いやる心を持っている

（68.7％） 

２位 社会のルールやマナーを守る

（51.5％） 

人を思いやる心を持っている

（66.7％） 

社会のルールやマナーを守る

（54.8％） 

３位 困難を乗り越えることができ

る（49.0％） 

健康なからだや体力を備えて

いる（52.3％） 

健康なからだや体力を備えて

いる（46.2％） 

４位 よりよい人間関係が築ける

（40.2％） 

社会のルールやマナーを守る

（47.1％） 

困難を乗り越えることができ

る（42.5％） 

５位 向上心をもって自己を高めて

いる（38.3％） 

向上心をもって自己を高めて

いる（40.5％） 

向上心をもって自己を高めて

いる（35.5％） 

 
 
 
 

ここでは、「どのような大人になってほしいか」を大人に聞いたところ、いずれも６割以

上が「人を思いやる心を持っている」を回答している。 
 また、保護者は、教員、学校評議員と比べ、「困難を乗り越えることができる」の割合が

高くなっている。 
一方、学校評議員は、「正義感や責任感がある」や「社会や公共の福祉に進んで貢献する」

の割合が、保護者、教員と比べ高くなっている。 
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図Ⅱ－３ 

どのような大人になってほしいか（教員、保護者、学校評議員）
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合計（ｎ＝6254）　

教員（ｎ＝1863）　

保護者（ｎ＝3876）

学校評議員（ｎ＝515） 

人を思いやる心を持ってい
る

　

困難を乗り越えることがで
きる

　
社会のルールやマナーを
守る

健康なからだや体力を備
えている

　
向上心をもって自己を高め
ている

 
よりよい人間関係が築ける

正義感や責任感がある

　個性豊かである

専門的な知識や技能が身
についている

創造性や独創性に富む

社会や公共の福祉に進ん
で貢献する

国際社会で活躍できる

リーダーシップをとれる

わからない
　（保護者・評議員のみ
　　ｎ＝4391）

その他

無回答・不明
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Ⅱ－４ はたらくことについて 
 
 
 
 
 
 
 
「働いて生きがいや、やりがいを得たい（働いて充実感や生きる喜びを感じたい）」を選

択した小学生が 19.2％、中学生が 31.3％、高校生が 46.8％となっており、やりがいを求め

る割合が小中高と学校段階が上がるにつれて共に増加している。 
一方、「はたらいて自分の夢をかなえたい」を回答した小学生が 52.5％に対し、「はたら

いて自分の希望をかなえたい」を回答した中学生は 32.8％、高校生が 22.6％となっており、

小中高と学校段階が上がるにつれて「夢や希望をかなえるために働く」を回答した割合が

減少している。 
 また、全体の中では高い割合ではないが、「できれば働きたくない」を回答した割合が、

小学生 1.5％、中学生 2.4％、高校生 6.0％となっており、小中高と学校段階が上がるにつれ

て増加している。（図Ⅱ－４参照） 
 
 
 はたらくことについて（小中高生、盲・ろう・養護学校生）
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盲ろう養  　 　　　　
学校生（ｎ＝65）   

高校生（ｎ＝1636）

中学生（ｎ＝1446）

小学生（ｎ＝1394）

合計（ｎ＝4541）   

高）働いて生きがいや、やりがいを得たい
小中盲ろう養）はたらいて充実感や生きるよろこびを感じたい

働いてほしいものを手に入れたい

中高）働いて自分の希望をかなえたい
小盲ろう養）はたらいて自分の夢をかなえたい

できれば働きたくない

まだわからない 無回答・不明

「はたらくことについてどのように考えているか」を子どもに聞いたところ、「働いて生

きがいや、やりがいを得たい（働いて充実感や生きる喜びを感じたい）」と回答した割合が、

小中高と学校段階が上がるにつれて増加している。 
一方、「働いて自分の希望をかなえたい」を回答した割合については、逆に小中高と学校

段階が上がるにつれて減少している。 

図Ⅱ－４  




